
学校関係者評価 改善計画

教職員 児童 保護者 教職員 児童 保護者

図
書
館

活
用
教
育

「調べる」「考える」「表す」「伝える」など総合的な学
力の育成を目指す。
・読書，調べ活動等で意図的に学校図書館を活用
する。
・図書だよりを定期的に発行し，家庭にも図書館の
情報発信を行う。

・読書や調べ活動等で，学校図書館
を月１回以上活用した。
・朝の時間を利用して読書の時間を
設定したり，家庭での読書を促す取
組を進めたりし，読書の習慣がつい
てきている。

・家読に取り組むことができた。
・図書館を使った調べ学習をした。

・お子さんは，家読や調べ
学習に取り組んでいる。 B

75%

87%

A

84％

77％

C

44%

基
礎
学
力

「学んだ力」の育成に向け、基礎的な学力の向上
を図る。
・家庭学習の手引きを活用する。（家庭学習の手
引きを使って指導する。また、家庭学習の手引き
について学級だよりで情報提供する。）
・計画的な家庭学習の習慣を身に着けさせる。
・個別の支援の充実を図る。

・家庭学習の手引きや自学メニュー
を使った児童のノートを紹介する等
活用し，学習習慣の確立を図った。
・発達段階に応じたタイムマネジメン
トの指導を行った。
・個別の指導計画・支援計画に基づ
いた、積極的な指導に取り組んだ。

・各学年のめやすの家庭学習時間
を意識し取り組んだ。
・いろいろな内容の家庭学習に取
り組むことができた。

・お子さんは，学年の目標
時間を意識して家庭学習に
取り組んでいる。

A

75%

100%

100%

A

82％

84％

C

47%

学
級
経
営

ルールとリレーションのある学級集団を目指す。
・アンケートＱＵを２回実施し，その結果を基にした
学級経営を推進する。
・生徒指導職員会を定期的に行い，児童の様子を
職員全体で共有し、指導や支援に活かす。
・なかよしアンケートや教育相談（ＳＣ面談含む）を
計画的に実施し，児童の実態を把握する。

・日常のかかわりや、各種アンケー
トなどを通して、児童の不安や困り
感を把握し、児童にとって安心安全
な学級経営を推進した。
・児童の様子を職員全体で共有し、
指導や支援に活かした。

・悩んだり，困ったりしたとき友達
や先生などに相談しようと思う。

・学校は，子どものことにつ
いて気軽に相談することが
できる。

A

100%

100%

A

91％

A

94%

特
別
活
動

特別活動を充実させ、「自治的活動」を活性化する
ことで「納得解」を作る力を育てる。
・学級会活動や係活動の充実を図る。
・児童会活動や学校行事を通して、学校全体を視
野に入れた自治力を育てる。

・学年に応じた活動内容を工夫し、
係活動に取り組ませた。
・自分たちで学級のことを決める場
面を設けた。
・学年や立場に応じた取り組み方の
指導を行った。

・岡見小学校をよりよくするため
に、頑張ったことがある。

・お子さんは学校の行事
に、前向きに楽しく取り組ん
でいる。

A

87%
100%
100%

A

89％

A

100%

ふ
る
さ
と
教
育

ふるさとと主体的にかかわることで「自己有用感」
を高める。
・年間計画を立て，保育所，三隅小学校，三隅中
学校と思いを共有しながら交流活動や情報交換を
行う。その内容を，日々の教育活動に活かしてい
く。
・児童一人一人のライフキャリア育成の視点を大
切にした取組を進める。

・保小連携，小小連携，小中連携を
進めた。
・児童クラブと２カ月に１回，連絡会
を開催し情報を交換し，その情報を
生かした。

・地域の人と一緒に行う学習を楽
しみにしている。

・学校は、地域を知る学
習、地域から学ぶ学習に力
を入れている。

B

75%

A

98％

A

98%

児
童
理
解

「心の安定」を図り、学校や社会生活を前向きな気持
ちで営めるよう、「背景」「必然性」「願い」「当たり前の
よさ」の4つの視点をもって、「深い児童理解」を進め
る。
・「やりきる力」の育成を図る。
・ハートボックスを各教室に、ＳＣ相談箱を給食室前に
設置し，児童から教職員やSCへ相談したい時に相談
できる環境を整備する。

・Q-Uアンケート等の客観的指標を
活用し、児童一人一人の内面に迫
ろうと努力した。
・凡事徹底を意識し、適切なタイミン
グで指導・評価の言葉をかけること
ができた。

・さいごまでやり通したと思ってい
ることがある。
・先生は、わたしを励ましてくれる。

・先生は、子どもを励まして
くれている。 A

100%

100%

A

86％

100%

A

96%

生
活
習
慣

「充実した心と体」を育てるために、基本的生活習
慣の確立を図る。
・タイムマネジメントの推進。
・感染症予防を入り口に、健康の保持増進と望まし
い生活習慣との関連を再認識する働きかけを通し
て、生活習慣の確立を目指す。
・家族でメディアとの付き合い方を話し合い，一緒
に取り組むことで，児童・保護者のタイムマネジメ
ントへの啓発を図り，意識を高める。
・すこやかタイムの回数の確保，充実させる。

・タイムマネジメントチャレンジの結
果を分析し，個別の指導を行った。
・メディアを含めた生活習慣の改善
について，自立的な行動につながる
指導を行った。

・タイムマネジメントの取り組みに
合わせて，家庭で過ごす時間をコ
ントロールできた。

・メディアの使い方の約束
を家庭で決めている。

B

50%

87%

A

86％

A

80%

・「思いやりのある子」の評価項目に
ついては、児童・保護者ともに概ね高
い評価であり、取組が充実しているも
のと考えられる。しかし、来年度には
５・６年生が複式学級となることもあ
り、三隅小との交流学習において
は、内容や実施方法のの工夫が必
要となる。

A

100%

健
康
な
身
体
を
育
む
学
校

・スクールカウンセラーの活用状況
について、面談の希望者が多いとの
ことなので、もうすこし訪問の回数を
増やすことは難しいのだろうか。必
要ならぜひ増やすよう働きかけてほ
しい。
・保育所で、すでにスマホを自分で
扱いユーチューブを視聴する子もい
る。
・学校でのスマホ教育を受けていな
い世代では、スマホが子どもの発達
に与える影響について情報が不足
している面があるのでは。
・単に禁止したり制限をするばかり
でなく、上手にスマホと付き合うため
の情報を伝えていくことも必要なの
ではないだろうか。

・タイムマネジメントにおいては、今年
度の学校保健委員会で取り組んだ内
容が効果を上げたものと思われる。
引き続き、機会をとらえての指導を継
続する必要がある。
・タイムマネジメント期間にはメディア
時間を意識している様子が見られ
た。学習時間も意識できるよう声掛
け、意識づけする必要がある。

自
ら
き
た
え
る
子

【
体
力

】
や
り
き
る
力

・保育所との相互訪問の交流は、保育
所にとっても有意義だった。保育所の子
どもたちにとっても、直接小学校の様子
に触れることでいろいろな気づきがあっ
た。
・ふるさと教育の時間の削減が報道さ
れたが、浜田市においては削減の予定
はないということで、教員の負担が大き
くなりすぎないよう気を付けながら。地
域と密接にかかわっているふるさと教育
をこれからも進めてほしい。
・わが子は、地域の方と学習することを
とてもよろこんでいる。家でもそういう話
がよくでる。
・米作りの体験活動は、直接指導してく
ださった齋藤さんのかかわり方が素晴
らしく、一緒に活動していてほんとに子
どもたちがいい体験をしているなあと感
じた。
・米作りは食育にもつながる内容であ
り、食への興味関心、感謝の気持ちな
どを育てるよい機会となる。

・図書館活用教育や家庭学習につ
いて、児童や教員の評価は高いの
に保護者の評価が低いのは、家で
の勉強をもっとやってほしいという保
護者の願いと受け止めるべきではな
いだろうか。
・児童クラブでは、まず学校の宿題
を済ませてから遊ぶように指導され
ている。その場合、家に帰ってから
は、勉強する姿は見えないこともあ
るのではないか。このように保護者
が把握しきれていない面もあるかも
しれない。
・勉強する姿が親から見えなくなる
のも成長の一面という見方もでき
る。
・外国語の学習について、小学校か
ら外国語に触れることはとてもいい
こと。電子黒板の活用などが、大変
効果的だと感じた。

・図書館教育をテーマとした研究授業
は計画通り行えたが、要約学習や、
思考ツールを用いた探究学習など、
さらに追求したいテーマが見つかっ
た。来年度は複式教育の研修的な内
容を進める予定だが、そこに、これら
の視点も取り入れていきたい。

豊
か
な
人
間
性

（
感
性

）
を
育
む
学
校

改善案

夢
を
育
み

、
そ
の
実
現
に
向
か
う
学
校

授
業
改
善

「学ぶ力」の育成を目指し、わくわくするような楽し
い授業を目指す。
・子供の声で作る授業（学習の見通しを立て振り返
る）　を授業を実践する。
・児童の知的好奇心を引き出すような授業の流れ
を工夫する。
・複式カリキュラムの実践、研究を進める。

・様々な学習形態を取り入れ，児
童・教師・教材・地域・家庭とのかか
わり合いのある授業づくりを行った。
・各学級が細案による授業を年１回
公開した。
・児童が夢中になる授業ができた。
（数回でも。1回でも。）

・次の時間が楽しみになるような授
業がたくさんあった。
・周りの友達の話を聞いて，自分
の考えに役立てることができた。

・先生は，わかりやすい授
業をしようと工夫している。

中
期
目
標

短
期
目
標

達成のための方策
評価指標 アンケート

A

100%

100%

A

89％

82％

コメント

令和５年度　学校評価表
学校教育目標   人権尊重を基盤として、これからの時代を生き抜く、心優しく、たくましい岡見っ子の育成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜田市立岡見小学校

思
い
や
り
の
あ
る
子

【
自
治
力

】
ひ
と
と
つ
な
が
る
力

考
え
創
り
出
す
子

【
学
力

】
学
び
に
向
か
う
力

                            （お）思いやりのある子　　　（か）考え創りだす子　　　（み）自らきたえる子

評価計画 自己評価

割合は、肯定的な回答の割合を示

す。おおむね８０％以上をA、６０～８

０％をB、６０％以下をCとする。


